
国 リ 発 第 ５ ５ ３ 号 
平成３０年８月１３日     都 道 府 県 

各   指 定 都 市 障害保健福祉主管部（局）長  殿  
中 核 市    

国立障害者リハビリテーションセンター総長  
（公  印  省  略）     

平成３０年度リハビリテーション心理職研修会の  
開催について     

標記について、別紙実施要綱により開催することにいたしました。 
つきましては、貴管内関係機関への通知について、特段のご配慮を

お願いします。     



 

 

平成３０年度リハビリテーション心理職研修会実施要綱 
 
 
 

１ 目  的 

   リハビリテーション心理の実務に必要な専門的知識及び技術を習得させことを目的とす
る。 

 
 
２ 主  催 

   国立障害者リハビリテーションセンター 
 
 
３ 期  間 

   平成３０年１０月２４日（水）～１０月２６日（金） 
 
 
４ 場  所 

   国立障害者リハビリテーションセンター学院（埼玉県所沢市並木４丁目１番地） 
 
 
５ 受入定員 

   ２０名 
 
 
６ 受講資格 

   障害者支援施設、リハビリテーション病院等において、現に心理査定等の業務に従事す
る心理職の者  

 
 
７ 研修内容 

      別紙日程表のとおり。  
 
 
８ 研修会費用 

     ２，２００円（初日に現金にて徴収します。宿泊費及び食費は含みません。） 
 
 

９ 受講手続  

   受講希望者は、当センター学院ホームページ（下記 URL）にアクセスし、申込案内  

に従いお申し込み下さい。  

URL:http://www.rehab.go.jp/College/japanese/kenshu/schedule_2018/ 
 
 

10  応募締め切り  

平成３０年９月１８日（火）  
 
 

11 受講決定  

平成３０年９月２１日（金）までに本人宛（お申込み時にご登録いただいたメール

アドレス宛）に通知します。なお、定員を上回る応募があった場合には、抽選により決

定とさせていただく場合がありますので、あらかじめ御了承下さい。  
 
 

12 修了証書  

   研修会全日程を修了した方に対し、修了証書を授与します。  

 

 

13 臨床心理士資格認定協会の研修ポイント  

   本研修会は公益法人日本臨床心理士資格認定協会が認める「臨床心理士教育・研修 

規定別項」第２条（４）に該当します。当学院の規定に従い全日程を参加した受講者

 は２ポイント取得できます。 
 
 

14 宿泊施設 

   本センターの研修用宿泊施設（宿泊費用一泊２，７３０円）に宿泊を希望する方は、 

受講申込書の宿泊希望欄の「希望する」にチェックをして下さい。なお、宿泊希望者 



 

 

が定員を超えた場合には抽選になります。 

また、入舎は初日の研修会終了後になり、前泊はできませんのでご留意下さい。 
 
 

15 その他 

①お申し込みの際は、お名前の文字等正しくご入力ください。なお、申し込み後の入

力事項の誤りに気づかれた場合は、下記連絡先へご連絡ください。 

②研修会最終日の終了時間は、プログラムの進行延長若しくは変更される場合がご 

ざいます。お帰りの際の航空機、列車等の手配は予め時間に余裕をもってご準備願

います。 

 

 

【本研修会への連絡先】 

            〒359-8555 埼玉県所沢市並木 4 丁目 1 番地 

           国立障害者リハビリテーションセンター学院 研修担当 

              TEL04－2995－3100（内線 2612） FAX04－2996－0966 

電子メール：ml-gakuin-kensyu3@rehab.go.jp 

URL  http://www.rehab.go.jp/College/japanese/kenshu/ 

 



 

平成 30年度 リハビリテーション心理職研修会 

テーマ：高次脳機能障害者への心理支援～基礎編～ 

 午前 午後 

 

 

 

 

 

10／24 

（水） 

 

＜受付＞              （9:30～10:00） 
＜開講式・オリエンテーション＞  （10:00～10：30） 
 国立障害者リハビリテーションセンター病院 

リハビリテーション部部長  浦上 裕子 

               

① 「神経心理学基礎編～脳の構造と働きを中心に～」 
（10：30～13：00） 

国立障害者リハビリテーションセンター  

企画・情報部 高次脳機能障害情報・支援センター 

（併）学院長  深津 玲子 

 

 

（昼休憩 13：00～14：00） 

 

 

 

② 「高次脳機能障害者への医学的支援 

～社会的行動障害への非薬物療法、薬物療法～」 

  （14：00～17：00）

東京福祉大学 社会福祉学部教授  先崎 章  

 

 

 

 

 

 

10／25 

（木） 

 

 

③ 「高次脳機能障害者への心理支援～総論～」 

（9：00～12：00） 

 

横浜市総合リハビリテーションセンター 

医療部 機能訓練課 山口 加代子（臨床心理士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昼休憩 12：00～13：00） 

④ 「高次脳機能障害のアセスメント 

～標準化されている検査を中心に～」 

（13：00～16:00） 

鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 

鹿教湯病院 心理療法科長  平林 一 

               （臨床心理士） 

 

＊ 翌日のグループワークの事前説明 

（16：05～16：20） 

国立障害者リハビリテーションセンター 

自立支援局の事業説明（希望者のみ） 

（16：20～16：50） 

自立支援局総合相談課 

 主任心理判定専門職 高橋 文孝 

(社会福祉士・精神保健福祉士) 

 

 

 

 

10／26 

（金） 

 

⑤ 「高次脳機能障害の事例検討(グループワーク)」 

（9：00～12：00） 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 

自立支援局生活訓練課講師 

四ノ宮 美惠子（臨床心理士） 

 

国立障害者リハビリテーションセンター 

病院リハビリテーション部  

主任心理判定専門職 河内 美恵（臨床心理士） 

心理療法士  野口 玲子（臨床心理士） 

心理療法士  色井 香織（臨床心理士） 

  

（昼休憩 12:00～13:00） 

⑥ 「高次脳機能障害者と家族への心理支援 

   ～地域支援を中心に～」 

（13：00～15：30） 

 

医療法人巖心会 栃内第二病院  

臨床心理科  山舘 圭子（臨床心理士） 

 

 

 

 


